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親
切
の
三
原
則
は
、

世
界
の
常
識

①
ａ
　
阪
神
大
震
災
と
サ
ハ
リ
ン

大
震
災

ｂ
　
阪
神
大
震
災
で
は
、
日
本
中

が
動
い
た
こ
と
と
、
海
外
か
ら
温

か
い
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
。
サ
ハ

リ
ン
大
震
災
で
は
、
「
親
切
、
思

い
や
り
の
心
」
に
は
国
境
が
な
い

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

②
ａ
　
親
切
の
三
原
則
は
、
世
界

の
常
識

ｂ
　
阪
神
大
震
災
で
は
、
日
本
中

の
人
た
ち
が
何
か
を
し
た
い
と
思

っ
た
。
事
実
、
百
万
人
以
上
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
者
救
済
活
動

に
従
事
し
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元

年
」
と
い
わ
れ
た
。
バ
ブ
ル
経
済

崩
壊
に
よ
る
暗
い
雰
囲
気
を
吹
き

飛
ば
し
て
、
「
将
来
に
対
す
る
自

信
と
希
望
」
を
与
え
た
。
少
子
・

高
齢
化
社
会
な
ど
数
多
く
の
課
題

を
、
国
民
が
お
互
い
に
協
力
し
あ

っ
て
克
服
し
て
い
く
基
盤
が
で
き

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
な
ど
の
整
備
に

よ
っ
て
、
こ
の
動
き
は
加
速
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

す
が
な
み
・
し
げ
る
●
一
九
四

六
年
生
ま
れ
。
医
師
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
代
表
と
し
て
、
大
震
災
後
の

神
戸
や
サ
ハ
リ
ン
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
躍
。
著
書
は
、

「
遥
か
な
る
夢
」
「
ル
ワ
ン
ダ
か

ら
の
証
言
」
「
飛
び
出
せ
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
」
ほ
か
。

　
日
本
は
、
経
済
大
国
と
し
て
海

外
援
助
を
実
施
し
て
き
た
が
、
今

回
、
発
展
途
上
国
の
人
た
ち
か
ら

も
、
「
バ
ナ
ナ
を
売
っ
た
お
金
を

送
り
た
い
」
と
い
っ
た
温
か
い
援

助
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
親
切
と

は
、
お
金
の
額
で
は
な
く
、
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
る
。
「
困
っ
た
と
き

は
お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
隣
近
所

の
つ
き
あ
い
が
、
世
界
的
マ
ナ
ー

で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。

　
サ
ハ
。
リ
ン
大
震
災
の
と
き
に
、

ロ
シ
ア
側
は
、
最
初
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

救
援
活
動
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
、

阪
神
大
震
災
被
災
者
に
対
す
る
ロ

シ
ア
の
支
援
へ
の
お
返
し
の
気
持

ち
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
喜

ん
で
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
上

　
ま
と
め
。
世
界
中
の
だ
れ
で
も
、

他
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
は
、

何
か
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
親
切

に
は
国
境
が
な
い
。
た
だ
し
、
親

切
を
受
け
る
側
に
も
プ
ラ
イ
ド
か

あ
る
。
こ
れ
は
、
親
切
の
笠
原
封

で
あ
る
。
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